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1979（昭和54）年４月
富山市奥田新町１番23号
8,000万円
社会インフラ整備の計画設計
をはじめとしたインフラ技術サー
ビス事業、DXサービス事業、エ
ネルギー事業、海外事業
230名、グループ606名
　　　　  （2023年９月現在）
34億円、グループ63億5,000万
円（2023年６月期）
㈱セイコー測量、NiX三喜㈱、
㈱技研コンサルタント、ニックス
ニューエネルギー㈱、ペブルコ
ーポレーション㈱、PT .N iX 
Indonesia Consultingなど
国内14社、海外７社
https://nix-japan.co.jp/

会社概要

略　歴

1968年６月小矢部市生まれ。
1991年京都大学工学部卒後、佐
藤工業㈱で国内外の地下鉄建設
プロジェクトに携わる。2003年
㈱新日本コンサルタント（現NiX 
JAPAN㈱）へ入社し、2006年代
表取締役社長就任。2022年京都
大学経営管理大学院博士後期課
程修了（経営科学）。

７月に新社名に変更されました。
　1979（昭和54）年に、測量の仕事
をしていた父が独立開業し、1991
年に建設コンサルタント登録をし
てインフラの計画・設計を始めま
した。近年は官民連携でのインフ
ラ管理や、小水力発電などへと事
業が拡大したことから社名変更を
しました。建設コンサルを超え柔
軟な発想で未来の社会をデザイン
し、新しい価値を生み出す「New 
Infrastructure 　　　　　　　　
トとし、常識を超えた一人一人の

「Ｘ」でまちを創造する、社会を
革新させる意志を社名に込めまし
た。引き続き新たな社会基盤の可
能性をつくり出すことに挑戦し続
けていきたいと思っています。

2006年の社長就任以来、事業領域
を広げ、規模も14倍近くに成長さ
れています。
　バブル崩壊以降、新規のインフ
ラ整備が激減する中で、「ストッ
クマネジメント」「防災・減災」

「低炭素社会づくり」を重点３事
業分野と位置づけてきました。ま
た、地域の建設コンサルタント市
場は成熟し、おおよそ各社の市場
シェアが決まっており、域内での
成長には限界があると感じていま
した。
　そこで、2008年以降、金沢、大
阪、新潟に営業拠点を開設し、さ
らに東京進出への足がかりとして
2015年、中央技研㈱をグループ化
後吸収して東京本社を開設しまし
た。その後も、同業他社のＭ＆Ａ
を中心に主に関東エリアの商圏の
拡大を図ってきました。
　もう一方で、事業の垂直統合に
よる拡大も進めてきました。イン
フラの長いライフサイクルの中で
コンサルタントが携わるのは調
査・設計のほんの一部で、そのと
き限りのフロー収入。施設設計や
環境計画を作る上では事業の採算
性や実現可能性も計算しています。
ならば自社でアセットを持って事
業化したらよいのではと考え、
2013年にニックスニューエネルギ
ー㈱を設立しました。富山、石川
両県でメガソーラー1カ所と小水
力発電所を３カ所運営しています。
インドネシアにも進出されました。
　成長が見込める東南アジアへの
進出については以前から調査して
きており、国際連携で富山市が協
力協定を締結しているインドネシ
アのバリ島にて2016年にＯＤＡに
よる小水力発電設置事業に参画し
ました。その経験を元にディベロ
ッパーとして進出することを決め、
2019年に同国で水力発電のエンジ
ニアリング会社を立ち上げ、この
ほど6,200kWの発電所が完成しま
した。次の案件も進んでいます。
ＤＸの取り組みをお伺いします。
　ＩＴ事業は、私が入社した時か

ら社内に情報部門を立ち上げて取
り組んできました。道路のパトロ
ールシステムや水路の水位見守り
システムなどを自社開発し、自治
体などに納入してきました。これ
が最近、ＤＸなどと言われて市場
が広がり、専門的な力が必要にな
ってきていたので、昨年東京のＩ
Ｔ企業をグループ化しました。
　今年７月にはデジタルサイネー
ジの会社をグループ化しました。
建設現場の安全確認をディスプレ
イで共有したり、仮設照明などを
スマホで遠隔管理するシステムな
どを作っていて、現場の省力化、
ＤＸ推進を加速させます。
　こうしたＭ＆Ａで、技術の獲得
だけでなく、マーケティングやセ
ールスにも力を発揮できます。

次々と新会社が加わり、社風や意
思疎通はうまくいっていますか。
　社内風土改革は意識していませ
ん。私が入社したとき従業員は40
人でしたが、重点事業や新たな展
開の度に必要な人材を採用してき
ました。大半が中途のキャリア採
用なので、企業文化というものが
ありません。不確実な未来に対応
していくためには、個々の多様性
こそが必要で、“我が社はこうあ
るべき”という考えは危険だと思
っています。
　一方で、私が経営者としてでき

ることは、伝えたいことを言い続
けるしかないと思っています。社
長就任以来、全社員との朝礼を毎
週月曜に続けていて、現在はオン
ライン朝礼に発展しています。ま
た、グループ全体の朝礼は月初に
同じくオンラインで行っています。
全社の係長以上が出席する報告会
も毎月行っています。現在、グル
ープ全体で600人を超えましたが、
ミーティングなどでコミュニケー
ションを密にとり、時間を共有す
ることが大事だと考えています。
　グループ内の総務・人事・経理
などは全て　　　　　　で統括す
るシェアマネジメントを行ってい
ます。Ｍ＆Ａの際には相手の経営
側に当社の考えを話し、理解して
もらった上でグループに入っても
らっていますし、人事異動もグル
ープ内で適材適所で行っています。
人材育成はどうされていますか。
　インフラ設計は全てがオーダー
メードで、ルーチン業務はほとん
どありません。　　 JAPANには
約180人のエンジニアがいますが、
分野は10以上に分かれ、それぞれ
がその分野のプロ。資格取得やリ
スキリングの支援制度はあります
が、一つ一つ実践を積み重ねて専
門分野を磨き、新しい仕事に応用
力を発揮できるようにすることが、
革新につながると思っています。
今後の展望をお聞かせ下さい。
　今年度から３カ年の中期経営計

画で、グループ売上高100億円を
掲げました。国内の成長の柱はＤ
Ｘ事業で、「インフラ×テック」
企業を目指し社会インフラにＤＸ
をかけ合わせていきます。インド
ネシアでは水力発電事業を展開し
ながら、キャピタルゲインを念頭
にした投資も考えており、電動バ
イクとＬＰＧ販売の事業を開始し
たところです。
　創業の原点である建設コンサル
タント事業は、技術力の向上を図
っていきます。人材集約的な仕事
だったインフラの整備・管理は情
報化・自動化が進むと予想され、
デジタル化を含めた技術力が求め
られると考えています。
座右の銘をお願いします。
　投資なくしてリターンなしです。
バブル崩壊後に勤めていた会社は
会社更生法の適用を受け、公共事
業が縮小する最も厳しい時期に当
社へ入りましたが、新しいことに
挑戦し、開発への投資を続けてき
ました。そのサイクルを回しなが
ら、今後も新たな価値の創造や社
会変革に挑み続けます。

NiX JAPAN株式会社

未来の社会をデザイン
インフラ技術サービスへ進化

－多様性から生まれる革新－

－水平・垂直に事業展開－

NiX JAPAN株式会社 （旧：㈱新日本コンサルタント）
代表取締役社長、博士（経営科学）

市 森  友 明　氏

富山駅北に整備した「NiX アーバンスケートパーク」竣工式
（2023年８月26日）
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